
 12・１
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

①《特集》「中間支援組織」を問い直す
⑩《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「スポーツウォッシング」って？
⑪《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

一編の詩「障害冥利」との出会い
内山 二郎 （フリージャーナリスト）

⑫《ウォロ's トピック》 

能登半島地震・奥能登豪雨被災者への
市民セクターの支援活動と課題
明城 徹也（特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体
ネットワーク（JVOAD）  事務局長）

⑭《V時評》

1.人口減少社会の災害復興
―中越の被災地に学ぶこと

2.追悼 牧口一二さん 播磨靖夫さん
⑯《NPOのためのほっこり法律相談》

ＮＰＯにおけるカスハラ対策
―安心して働ける組織づくりのために
樽本 哲（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）

⑱《現場は語る～コーディネートの現場から》

ニュータウンの団地再生プロジェクトで
〝スモールステップ〟大作戦！

湯川 まゆみ （特定非営利活動法人ＳＥＩＮ 代表理事）

㉑《情報ピックアップ》  

㉒《U35のSocial Good》 

ツーリストシップ
㉔《この人に》 

玉本 英子さん （映像ジャーナリスト）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
はじまりの美術館／『どうすればよかったか？』／
書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 

入門 真生さん（認定ＮＰＯ法人好きっちゃ北九州 理事長）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃ
ない～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成
分野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づく
り」「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・減災活動への支
援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金
は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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市民社会で重要な役割を果たす「中間支援組織」。注目

されることが増えた一方で、岐路にあるともされる。こ

れからどこに向かい、どんな役割を果たすのか。意味と

現状をとらえ直し、今後を考えたい。
「
中
間
支
援
組
織
」
を
問
い
直
す

【
特
集
チ
ー
ム
】
大
野 

　
覚
　
竹
内 

友
章

永
井 

美
佳
　
早
瀬 

　
昇

増
田 

宏
幸
　
百
瀬 

真
友
美

特
集
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「長年よくわからない」

　地域の市民活動センターで知り合った NPO 法人設立 1 年目の人
に、「中間支援組織って、わかります？」と聞いてみた。返事は「わ
かりません、聞いたことないです」。別の NPO でボランティアとし
て市民活動推進に何十年も取り組んできた人に聞くと、「実は、中間
支援の意味が長年よくわからない」という。
　本誌編集委員のなかで中間支援組織の具体例を出しあうと、挙がっ
たのは「NPO 支援センター」「市民活動センター」「地域運営組織の
支援機関」「社会福祉協議会」「分野ごとの全国組織」「助成団体」「支
援機能を限定した組織」「フリーのコンサルタント」……など。中間
支援組織の厳密な定義は決まっていないが、おおむねこのようなイ
メージではないか。「組織」といい切れない感じもするので、単に「中
間支援」とするといいかもしれない（一層わかりにくくなる気もする
が）。
　いくつかの視点で、バリエーションを右図のように整理した。何も
限定せず支援するというのは考えにくいので、どの中間支援組織も何
かを限定し専門性を高めているだろう。たとえば、自治体が設置する
市民活動センターは、支援機能は「よろず相談」的な一方で、地域が
限定され人や資源を熟知しているといったことだ。その選択で、強み・
弱みがかなり規定されるように思う。
資源仲介組織の訳語だが

　中間支援組織という言葉が使われるようになったのは、多くの文献
で 1990 年代とされる。当時米国の支援組織の一類型として紹介され
た Intermediary Organization（資源仲介組織）の訳語として、広
がり始めたようだ。
　他の類型には infrastructure Organization（基盤整備組織）、
Management Support Organization（経営支援組織）があり、資
源仲介とこれらの機能は区分されていた。しかし、いま日本で中間支
援という場合、資源仲介だけでなく基盤整備や経営支援も含めるのが
一般的だろう。そのあいまいさも、中間支援組織がわかりにくいゆえ
んかもしれない。
政策によりゆらぐ意味

　検索すると、いろいろな行政機関が中間支援に言及していることが
わかる。ただし、政策に合わせて取り上げられているため、右に挙げ
た例のように意味のばらつきも感じる。中間支援組織は、行政と地域
の間だけに立つわけではないし、地域課題解決企業のためだけに存在
するのでもない。そう考えたうえで、その政策が期待する面として読
めば、市民社会に軸足を置く中間支援のヒントになるかもしれない。
　もちろん、政策と協調するだけが中間支援でもない。本特集では、
組織タイプごとに状況を把握したあと、中間支援組織全体に通じる展
望をまとめている。今後の参考になれば幸いである。

編集委員　百瀬 真友美

参考　内閣府国民生活局『NPO 支援組織レポート 2002　中間支援組織の現状と課題に関する調査報告書』財務省印刷局、2002年
吉田忠彦「中間支援組織」非営利法人研究学会編『非営利用語辞典』全国公益法人協会運営、https://www.koueki.jp/dic/hieiri_640/（2024 年11月26日閲覧）
櫻井常矢編著『地域コミュニティ支援が拓く協働型社会 ―地方から発信する中間支援の新展開―』学芸出版社、2024年

対 象 地 域
狭　い 広　い

例）市町村域　都道府県域 全国対象

対 象 課 題
限　定 非限定

例）環境問題
国際協力

社会課題や社会的価値
の分野を限定しない

支 援 機 能
限　定 非限定

例）資金助成
寄付仲介
会計サポート

多様な支
援を提供

財源の特徴
行政財源 民間財源

例）指定管理のみ
行政から受託のみ

会費・寄付収入や
行政以外の事業収
入割合が高い

中間支援組織とは：行政と地域の間に立って、

社会の変化やニーズを把握し、地域における

さまざまな団体の活動や団体間の連携を支援

する組織のことです。
（ 大 阪 市　https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/

page/0000190448.html 2023年12月21日記事、

2024年11月26日閲覧）

地域課題解決企業が事業を円滑に進めていく

ためには、（…略…）多様な関係者とお互い

の強みを生かし、有機的な連携の実現や収益

化を支援する「中間支援機能を有する団体」

が重要な役割を果たします。
（ 経 済 産 業 省 九 州 経 済 産 業 局　https://www.

kyushu.meti.go.jp/jirei/sdgs/240329_1.html　

2024年3月29日記事、同11月26日閲覧）

中間支援組織のバリエーション

中間支援組織の取り上げ方の例

あらためて、中間支援組織ってなんだろう
？
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特集 「中間支援組織」を問い直す

（
注
）
総
合
研
究
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
研
究
報
告
書
。
奈
良
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
総
合
研
究
開
発
機
構
か
ら
研
究
委
託
を
受
け
た
。

市
民
活
動
支
援
の
課
題
と
期
待

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
長　

吉
田 

建
治

課
題
と
政
策
が
変
化
、
機
能
再
検
討
の
時
期

　
市
民
活
動
支
援
に
関
す
る
議
論
の
ル
ー

ツ
の
一
つ
に
「
市
民
公
益
活
動
基
盤
整
備

に
関
す
る
調
査
研
究
」（
１
９
９
４
年
）

（
注
）
と
い
う
調
査
報
告
書
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
市
民
公
益
活
動
団
体
の
課
題
を
①
組

織
と
し
て
の
自
己
確
立
②
市
民
団
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
協
力
関
係
の

強
化
等
③
多
様
な
活
動
支
援
組
織
の
創
設

④
任
意
団
体
や
非
営
利
会
社
等
の
自
主
登

録
と
活
動
内
容
等
の
開
示
、
と
し
た
。
さ

ら
に
「
市
民
公
益
活
動
に
必
要
な
支
援
機

能
」
と
し
て
①
情
報
の
収
集
と
公
開
機
能

②
拠
点
機
能
③
政
策
提
言
機
能
を
挙
げ
て

い
る
。
な
お
②
は
「
活
動
展
開
へ
の
意
欲

を
刺
激
し
、
自
立
し
た
見
識
あ
る
活
動
の

発
展
に
役
立
つ
た
め
の
ソ
フ
ト
面
を
支
援

す
る
拠
点
」
と
さ
れ
、
物
理
的
な
場
を
提

供
す
る
だ
け
の
機
能
で
は
な
い
。
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
こ
う
し
た
機
能
を
持
つ

組
織
の
う
ち
、「
分
野
を
問
わ
ず
に
支
援

を
し
て
い
る
」「
常
設
の
事
務
所
が
あ
る
」

「（
個
人
で
は
な
く
）
主
に
組
織
を
支
援
し

て
い
る
」「
相
談
対
応
が
で
き
る
常
勤
体

制
が
あ
る
」
も
の
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
、
市
町
村
の
市
民
活
動
支
援
施

策
は
２
０
０
０
年
前
後
の
地
方
自
治
改
革

に
ル
ー
ツ
が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
市
民
参

加
・
協
働
に
関
す
る
条
例
な
ど
が
各
地
で

制
定
さ
れ
て
い
る
。

■ 

政
策
の
重
点
の
変
化

　
当
時
は
市
民
参
加
、
協
働
推
進
、
市
民

活
動
支
援
は
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
政
策
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
地

域
活
動
（
自
治
会
等
）
と
は
別
で
扱
わ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
は

市
民
活
動
支
援
と
地
域
活
動
支
援
が
合
流

す
る
流
れ
に
あ
る
。
小
規
模
な
自
治
体
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
も
多
く
は
な
く
、
地

域
課
題
解
決
に
お
い
て
自
治
会
な
ど
地
縁

組
織
の
役
割
が
大
き
い
中
で
は
そ
れ
ら
と

の
関
係
は
重
要
で
、
理
に
か
な
っ
た
配
置

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
た
だ
、
市
民
活
動

と
地
域
活
動
に
は
異
な
る
面
も
あ
る
こ
と

に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
国
レ
ベ
ル
で
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」に
お
い
て「
寄

附
の
促
進
等
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
行
う
事

業
を
支
援
す
る
中
間
支
援
組
織
を
通
じ
た

支
援
を
含
め
、
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組

む
民
間
主
体
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
の
発
展
に
取
り
組
む
」

と
明
記
さ
れ
た
。
特
に
、
各
省
庁
の
施
策

に
お
い
て
「
官
民
連
携
」
と
「
中
間
支
援

組
織
」
の
役
割
を
重
視
し
た
も
の
が
増
え

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
を

想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
求
め

ら
れ
る
機
能
は
「
経
営
支
援
」
と
「
多
様

な
主
体
の
連
携
創
出
」
で
、
従
来
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
セ
ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
て
き
た
領
域

で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の「
経
営
支
援
」

は
、
国
の
事
業
を
執
行
・
管
理
で
き
、
そ

の
後
も
持
続
的
経
営
が
で
き
る
強
固
な
組

織
へ
の
基
盤
強
化
支
援
で
あ
る
こ
と
に
は

留
意
し
た
い
。「
多
様
な
主
体
の
連
携
創

出
」
は
一
般
に
行
政
や
企
業
は
不
得
意
で

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待

は
大
き
い
。

■ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
ス
タ
イ
ル
の
変
化

　
「
市
民
公
益
活
動
基
盤
整
備
に
関
す
る

調
査
研
究
」
か
ら
30
年
た
ち
、「
市
民
活

動
団
体
の
課
題
」
は
変
わ
っ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
普
及
や
兼
職
兼

業
の
増
加
と
と
も
に
、
期
間
限
定
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
で
活
動
を
行
う
ス
タ
イ
ル
が

増
え
、「
組
織
」
の
あ
り
方
や
求
め
る
も

の
が
変
化
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
市
民
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

拡
大
で
競
合
関
係
に
陥
っ
た
り
、
事
業
運

営
に
リ
ソ
ー
ス
が
割
か
れ
た
り
で
協
力
関

係
を
構
築
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

時
代
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
ス
タ
イ
ル

も
変
化
し
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
求
め
ら

れ
る
支
援
も
変
化
し
て
い
る
。

■ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
課
題

　
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
に
あ
わ
せ
、
市

民
活
動
支
援
機
能
の
再
検
討
が
必
要
な
時

期
に
き
て
い
る
。
そ
の
方
向
性
に
は
多
様

な
議
論
が
あ
り
他
の
項
に
譲
り
た
い
が
、

土
台
と
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
を
挙
げ
て

お
き
た
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
セ
ン
タ
ー
調
査
２
０
２
２
」
で
は
総
予

算
額
と
行
政
資
金
額
に
高
い
相
関
関
係
が

あ
り
、
行
政
資
金
の
額
が
全
体
の
予
算
額

を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
市
民
活
動
支
援
の
分
野
に
は
制
度
に

基
づ
く
恒
久
的
な
財
源
が
な
く
、
行
政
資

金
と
は
単
年
度
の
委
託
事
業
費
等
で
あ

る
。
市
民
活
動
団
体
の
課
題
を
解
決
す
る

に
は
知
識
と
経
験
の
蓄
積
が
不
可
欠
だ

が
、
こ
れ
で
は
、
長
期
的
視
点
で
職
員
を

雇
用
で
き
ず
、
経
験
を
積
む
機
会
を
作
り

育
成
し
て
い
く
視
点
に
は
立
ち
に
く
い
。

独
自
財
源
で
雇
用
し
自
由
に
動
け
る
ス

タ
ッ
フ
を
１
人
で
も
確
保
で
き
る
財
政
基

盤
を
確
立
し
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
変
化
に
対
応
し
、
市
民

活
動
を
支
援
す
る
力
を
さ
ら
に
高
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
強
め
る
こ
と

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義

に
関
わ
る
重
要
課
題
だ
ろ
う
。
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで
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「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
」っ
て
？

　

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
と
は
、
汚
れ
を

洗
い
流
す
（
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
）
か
ら
作
ら
れ
た
造

語
で
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
開
催
を
通
じ
て
、
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
悪
い
面
を
覆
い
隠
す
こ
と

を
い
う
。
類
似
の
表
現
に
、
環
境
に
配
慮
し

て
い
る
こ
と
を
装
う
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン

グ
や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ピ
ン
ク
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
が
あ
る
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
や
ゲ
ー

ム
の
面
白
さ
に
注
目
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー

ツ
は
政
治
と
は
隔
絶
し
た
世
界
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
で
は
、

２
０
２
１
年
開
催
の
東
京
五
輪
の
前
後
か

ら
、
覆
わ
れ
て
き
た
ダ
ー
ク
な
面
が
表
面
化

す
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
表
現
が
広
ま
っ
た
。

　

東
京
五
輪
で
は
、「
復
興
五
輪
」
が
掲
げ

ら
れ
、
過
去
の
華
々
し
い
五
輪
の
記
憶
が
強

調
さ
れ
た
。原
発
へ
の
不
安
や
経
費
の
増
大
、

施
設
整
備
の
た
め
の
再
開
発
に
よ
る
公
共
空

間
の
営
利
化
な
ど
の
問
題
か
ら
目
を
そ
ら
そ

う
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
の
典
型

と
い
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
政
治
経

済
界
の
思
惑
が
国
民
の
目
に
も
透
け
て
見
え

る
結
果
に
な
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
に
つ
い
て
の
研
究
者
で

あ
る
ボ
イ
コ
フ
（『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
秘
史
』

な
ど
）
や
レ
ン
ス
キ
ー
（『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
い
う
名
の
虚
構
』
な
ど
）
の
主
張
や
発
信

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
　
井
谷 

惠
子
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これからの社会を担う35歳
以下の社会起業家。素直な思
いと自由な発想は、どんな商
品・サービスを生んだのか。
若き起業家たちの「物語」に
は、きっとあなたにも伝わる

「熱さ」があります。 第46回

観光地は「人類の宝物」。
偏見やトラブルの場ではなく交流の場に。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の　
　

「
旅
先
ク
イ
ズ
会
」

　
「
機
運
醸
成
」
と
「
情
報
提
供
」。
一
般
社

団
法
人
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
の
事
業
は
こ
の

二
つ
だ
と
田
中
千
恵
子
さ
ん
は
話
す
。
機
運

醸
成
と
は
、「
旅
行
の
し
か
た
」を
問
い
か
け
、

心
構
え
を
も
た
せ
る
こ
と
。情
報
提
供
と
は
、

機
運
醸
成
が
で
き
た
旅
行
者
に
、
行
動
の
し

か
た
を
個
別
具
体
に
伝
え
る
こ
と
。そ
し
て
、

こ
の
ど
ち
ら
も
包
括
す
る
の
が
メ
イ
ン
事
業

の
「
旅
先
ク
イ
ズ
会
」
だ
。
本
稿
執
筆
中
の

11
月
の
あ
る
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

参
加
者
は
１
万
６
５
８
４
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
た
。

　

旅
先
ク
イ
ズ
会
は
東
京
、
京
都
、
奈
良
、

広
島
、
沖
縄
な
ど
の
各
観
光
地
に
仮
設
ブ
ー

ス
を
出
し
、
そ
こ
を
訪
れ
た
旅
行
者
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
〇
×
ク
イ
ズ
を
通
し
て
地
域

の
歴
史
、マ
ナ
ー
、そ
し
て
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ

プ
を
発
信
す
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
だ
。
運
営

は
田
中
さ
ん
ら
ス
タ
ッ
フ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
多
言
語
で
担
う
。
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

事
前
に
そ
の
土
地
の
特
徴
や
課
題
を
徹
底
的

に
リ
サ
ー
チ
し
、
自
分
た
ち
で
つ
く
る
。
専

門
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
田
中
さ
ん

だ
が
、
す
べ
て
独
学
で
観
光
に
関
す
る
知
識

を
習
得
。「
旅
行
者
マ
ナ
ー
の
発
信
と
い
う

観
点
で
は
、
う
ち
の
団
体
が
一
番
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
て
い
ま
す
」
と
自
負
す
る
。

　
２
０
２
４
年
11
月
に
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
の
全
国
８
カ
所
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
つ
な

い
だ
初
の
同
時
開
催
ク
イ
ズ
会
が
実
現
し

た
。
各
地
の
旅
行
代
理
店
、
観
光
協
会
、
行

政
な
ど
が
参
画
し
、
旅
行
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
な
が
ら
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
伝
え
た
。

大
学
３
年
目
の
「
気
づ
き
」

　
高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
毎

日
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
の
高
校
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
活
発
で
、
参
加
し
た

か
っ
た
が
運
動
部
を
休
め
な
か
っ
た
た
め
、

「
大
学
に
入
学
し
た
ら
、
絶
対
、
社
会
に
か

か
わ
る
こ
と
を
や
り
た
い
！
」
と
い
う
強
い

思
い
で
京
都
に
来
た
。
１
年
目
の
16
年
、
ま

ず
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ

し
、
か
か
わ
っ
た
の
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支

援
だ
っ
た
。
関
西
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
す

べ
て
訪
問
し
て
話
を
聞
き
、
イ
ン
タ
ー
ン
経

験
な
ど
も
積
ん
だ
。
で
も
自
分
自
身
が
当
事

者
で
は
な
い
こ
と
が
常
に
頭
に
あ
り
、
主
体

的
な
活
動
へ
と
踏
み
込
め
ず
に
終
わ
っ
た
。

ツーリストシップの普及全般（旅先クイズ会、修学旅行生向け学習会の
企画運営、ツーリストシップの策定や啓発物制作、ツーリストシップ啓
発の講演、執筆活動）にとりくんでいる。

ツーリストシップ

一般社団法人ツーリストシップ
代表理事　田中 千恵子さん（旧姓 : 福田）
京都市上京区宮垣町 91 まむあん荒神口 102
連絡先：https://touristship.jp/contact/　　スタッフ数：常勤 2 人
設立：2019 年 10 月（2022 年 11 月、一般社団法人 CHIE-NO-WA から名称変更）

ツーリストシップの行動例
1. 旅先への配慮

文化・生活・自然を尊重
2. 旅先に貢献

文化面、経済面、社会活性化
3. 旅先との交流を楽しむ

出会う人との交流は旅行の醍醐味
4. ホストになる

観光客への声がけ、おもてなし

旅先クイズ会
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２
年
目
は
、
社
会
人
と
出
会
う
サ
ー
ク
ル
を

結
成
。
多
世
代
や
、
多
業
種
の
社
会
人
を
招

き
、
話
を
聞
い
た
学
生
た
ち
が
悩
み
を
ぶ
つ

け
、
人
生
相
談
を
す
る
。
メ
ン
バ
ー
も
当
初

の
数
人
か
ら
30
人
ほ
ど
に
増
え
、
評
判
も
良

く
や
り
が
い
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
３
年
目
の
19
年
、
も
う
一
度
何
か

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
と
、
初
め
て
買
っ

た
京
都
新
聞
を
広
げ
る
と
、「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
観
光
公
害
」
と
い
う
文
字
が
目
に

飛
び
込
ん
だ
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が

「
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
を
生
み
出
す
源
と

な
る
。

観
光
客
教
育
の
未
開
地
は　
　

「
ソ
フ
ト
」

　
大
学
時
代
の
住
ま
い
は
百

ひ
ゃ
く
万ま

ん
遍べ

ん
付
近
。
京

都
駅
か
ら
家
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
２
０
６
系

統
は
、京
都
の
名
だ
た
る
観
光
地
の
清
水
寺
、

祇ぎ

園お
ん

、
銀
閣
寺
付
近
を
通
る
。
い
つ
も
観
光

客
で
大
混
雑
し
、
沿
線
住
民
が
乗
れ
な
い
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
し
か
し
高
校
時
代
に
埼
玉

か
ら
東
京
ま
で
電
車
通
学
し
て
い
た
田
中
さ

ん
は
当
初
、
混
み
合
っ
た
バ
ス
に
乗
っ
て
も

東
京
の
渋
谷
み
た
い
だ
と
、
さ
ほ
ど
気
に
留

め
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
京
都
に
２
年
住
ん
で
み
て
、
近
所

の
住
民
と
の
会
話
や
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

経
験
な
ど
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
、
多
く
の

観
光
客
が
１
カ
所
に
集
中
し
、
文
化
の
違
い

や
住
民
と
の
合
意
の
難
し
さ
に
よ
っ
て
ト
ラ

ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
、
住
民
生
活
や
自
然
環

境
に
負
荷
が
か
か
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
深
刻
さ
を
少
し
ず
つ
実
感
し
は
じ
め
た
。

休
暇
の
た
び
に
よ
く
海
外
旅
行
を
し
た
が
、

「
受
け
入
れ
る
側
」
の
こ
と
は
頭
に
な
か
っ

た
と
気
づ
い
た
。
今
ま
で
共
感
で
き
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
、
ぜ
ひ
こ
の
課
題
に
向
き
合
い

た
い
。そ
う
考
え
た
田
中
さ
ん
は
、オ
ー
バ
ー

ツ
リ
ズ
ム
解
決
に
む
け
た
実
践
例
を
調
べ
る

に
つ
れ
、
ハ
ー
ド
面
ば
か
り
で
ソ
フ
ト
面
で

の
解
決
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ

た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
日
本
に
、
観
光
地
で
の
マ

ナ
ー
を
示
す
共
通
基
準
は
な
か
っ
た
。
バ
ス

が
混
雑
す
る
か
ら
増
便
す
る
の
で
は
な
く
、

車
内
で
譲
り
合
う
な
ど
の
「
旅
行
の
し
か

た
」、
い
わ
ゆ
る
「
観
光
客
教
育
」
を
強
化

す
る
こ
と
が
先
決
で
は
な
い
か
と
田
中
さ
ん

は
考
え
た
。
観
光
事
務
所
な
ど
受
け
入
れ
側

と
話
す
と
ニ
ー
ズ
を
痛
感
し
た
。
か
た
や
、

そ
う
し
た
声
を
初
め
て
聞
く
旅
行
者
側
は
、

ぜ
ひ
行
動
に
結
び
付
け
た
い
と
い
う
。「
今

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
に
と
り
く
ん
だ

中
で
、
一
番
相
手
に
『
響
い
た
』
ん
で
す
。

初
め
か
ら
大
き
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て

た
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
す
ご
く
感
じ
て
活
動
を

広
げ
、
今
に
至
り
ま
す
」

「
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
に　
　

込
め
る
思
い

　
「
観
光
客
と
住
民
が
寄
り
添
う
き
っ
か
け

を
つ
く
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
19
年
、
前

身
の
一
般
社
団
法
人
を
結
成
。
今
ま
で
に
つ

な
が
っ
た
人
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
す

ぐ
さ
ま
注
目
を
集
め
た
。
最
初
は
「
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」
や
「
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（
旅
行
者
側
視
点
）、

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」（
住
民
側
視
点
）
と

い
う
用
語
を
使
っ
て
い
た
が
、
堅
苦
し
く
普

及
し
に
く
い
た
め
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
い

も
の
を
と
創
出
し
た
言
葉
が
「
ツ
ー
リ
ス
ト

シ
ッ
プ
」だ
。ツ
ー
リ
ス
ト
＝
旅
行
者
に
シ
ッ

プ
と
い
う
接
尾
語
を
つ
け
た
造
語
で
、「
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
」
の
よ
う
に
旅
行
者
の

良
い
行
動
に
焦
点
を
当
て
、
良
い
旅
行
者
を

賞
賛
で
き
る
。
田
中
さ
ん
た
ち
の
ツ
ー
リ
ス

ト
シ
ッ
プ
推
進
活
動
に
共
感
し
、
理
事
に
は

元
観
光
庁
長
官
の
ほ
か
観
光
業
界
な
ど
産
・

学
・
官
か
ら
の
参
画
を
得
た
。

　
観
光
地
は
「
人
類
の
宝
物
」
だ
と
思
う
田

中
さ
ん
。
そ
の
空
間
が
偏
見
や
憎
悪
の
場
、

ト
ラ
ブ
ル
の
場
に
な
る
の
は
非
常
に
も
っ
た

い
な
い
。
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
に
は
、
観
光

地
を
人
と
人
と
の
異
文
化
交
流
の
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
な
場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。　
　編

集
委
員
　
村
岡 

正
司

　
＂
＂

１
９
９
８
年
生
ま
れ
。
千
葉
県
出
身
。
京
都
大
学
入
学

を
機
に
京
都
市
へ
。
在
学
中
に
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
を
旅
す
る
。
観
光
客
と
住
民
が
寄
り
添
え
る
関
係

づ
く
り
の
た
め
２
０
１
９
年
、
前
身
の
一
般
社
団
法
人

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ–

Ｎ
Ｏ–

Ｗ
Ａ
を
設
立
。
21
年
よ
り
「
ツ
ー

リ
ス
ト
シ
ッ
プ
」
を
提
唱
、
活
動
を
開
始
。
同
年
社
会

起
業
家
と
し
て
は
異
例
の
プ
ロ
契
約
を
ダ
イ
ド
ー
ド
リ

ン
コ
株
式
会
社
と
締
結
。

田
中 

千
恵
子
さ
ん

写真提供＝ツーリストシップ
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は
じ
ま
り
の
美
術
館

第94回

は
じ
ま
り
の
美
術
館
は
、
福
島
県
猪い

苗な
わ

代し
ろ

町ま
ち

に
あ
る
。
社

会
福
祉
法
人
安あ

積さ
か

愛
育
園
が
２
０
１
４
年
に
開
設
し

た
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
（
注
）
の
作
品
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
展
示
す
る
美
術
館
だ
。
開
設
の
準
備
中
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
。
震
災
を
き
っ
か
け
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
重
要
だ
と
考
え
、
美
術
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
。
町
民
に
声
を
か
け
「
寄
り
合
い
」
を
開
催
し
、
美
術
館
の

整
備
に
意
見
を
反
映
。
整
備
の
作
業
自
体
も
参
加
者
と
取
り
組

ん
だ
。
開
設
後
も
「
寄
り
合
い
」
を
月
１
回
開
き
、
街
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
活
動
や
、
美
術
館
前
の
池
づ

く
り
の
活
動
が
生
ま
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
小こ

ば
や
し
た
つ
や

林
竜
也
さ
ん
は
、

も
と
は
「
寄
り
合
い
」
の
参
加
者
だ
。

　
ま
た
、カ
フ
ェ
を
併
設
し
、そ
こ
で
企
画
展
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
、
地
元
の
店
舗
や
福
祉
事
業
所
が
出
店
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
は
じ
ま
る
し
ぇ
」
の
開
催
、
地
元
有
志
メ
ン
バ
ー
と
取
り

組
む
、
学
校
と
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
「
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
実
施
を
通
し
て
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
場

づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
開
設
の
き
っ
か
け
は
、
同
法
人
が
運
営
す
る
施
設
の
利
用
者

が
制
作
し
た
作
品
を
、
施
設
の
職
員
や
家
族
以
外
の
多
く
の
人

に
観み

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
声
だ
。
開
設
に
あ
た
り
、
県
内
で

物
件
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
在
使
用
し
て
い
る
蔵
に
出
合

う
。
こ
の
蔵
は
、
十
八
間
（
約
33
メ
ー
ト
ル
）
の
長
さ
が
あ
る

太
い
梁は

り
を
持
つ
。隣
接
す
る
そ
ば
屋
が
所
有
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
「
表
現
の
は
じ
ま
り
・
発
露
と
い
う
意
味
や
、
こ
の
美
術
館

が
何
か
が
始
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
を

名
前
に
込
め
た
」
と
館
長
の
岡お

か
部べ

兼た
か
芳よ

し
さ
ん
は
話
す
。

　
は
じ
ま
り
の
美
術
館
は
24
年
６
月
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
、

今
後
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
編
集
委
員
　
山
中 

大
輔

営業時間 10:00～18:00　
火曜休館（火曜が祝日の場合、翌水曜休館）
＊展覧会やイベントにより変更の場合があるため

ホームページを確認してください。

障害者支援員もやもや日記
松本孝夫著
三五館シンシャ発行／フォレスト出版発
売、2023年1月
1430円（税込）

本 書は 70 歳を目前に職
探しをする中、高齢者

ホームと勘違いして精神・知
的障害者向けグループホーム
に就職した著者の、職場での
日々をつづった奮闘記であ
る。
　障害者問題の専門家ではな
い著者は現場で戸惑うことも
多かったというが、就業後 8
年間で見聞きしたことを、あ
りのままに伝えている。
　例えば、複数の利用者と電
車で移動した際、降車後に

「1 人足りない」と大騒ぎに
なったり、宿直した深夜、便
器に腕を突っ込んで、誤って
捨てられた詰まり物を取り除
いたり。自閉症の息子がホー

ムを利用している母親は、息
子がいじめに遭ったと学校の
担任に訴えても「息子の勝手
なふるまいを注意しているだ
け」と返され、親戚からは「山
の中の施設に入れたほうがよ
い」と言われるなど、身近な
人の偏見や差別に苦しんでき
た。他にも、成人した娘に軽
度の知的障害があり、身だし
なみにも細かく口を出し「子
ども扱い」する母親や、性教
育を受ける機会がまともにな
かったがために、人目をはば
からず自慰行為をする障害児・
者のことも記述する。
　一方で著者は、利用者の独
特なキャラクターを必死に理
解し、すぐれた長所や能力を

見いだしてきた。意思疎通が
苦手だった利用者が漢字ドリ
ルに取り組むうち、メモを書
いて自分の思いを伝えられる
ようになったことなど、現場
での感動や達成感、喜びが支
援員を続ける原動力となった
ことが伝わってくる。
　本書に書かれた例は他のグ
ループホームにそのまま当
てはまるものではないだろ
う。それでも、生まれながら
に誰しもが持つ「尊厳」が侵
害されがちな現状を多くの人
に知ってもらい、改善につな
がってほしいという願いが、
著者が見た現実の重さゆえに
響いてくる。

編集委員　阿部太極

（
注
）
日
本
語
で
「
生き

の
芸
術
」。
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が
、
伝
統
や
流
行
、
教
育
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
身
の
内
側

か
ら
湧
き
あ
が
る
衝
動
の
ま
ま
に
表
現
し
た
芸
術
の
こ
と
を
指
し
、
提
唱
し
た
概
念
。

はじまりの美術館
福島県耶麻郡猪苗代町
新町4873
電話 0242-62-3454

岡部兼芳館長（中央）と学芸員の大政愛さん（左）、
スタッフの小林竜也さん（右）
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第87回

第65回

沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品のプロ
デュース、配給を行う。 長編記録映画『ひめ
ゆり』（2007）は公開以来毎年上映を続けて
いる。 
2022年公開の『百姓の百の声』は現在も全
国で自主上映が続き上映会を募集している。
お問合せ：042-497-6975

●今月の館主

大
おお

兼
がね

久
く

 由
よし

美
み

精
神
疾
患
を
抱
え
る
姉
と
家
族
の

葛
藤
を
、
弟
で
あ
る
監
督
が
20

年
余
り
に
わ
た
り
カ
メ
ラ
を
向
け
た
ご

く
私
的
な
映
像
記
録
。
他
人
の
家
庭
を

の
ぞ
き
見
て
い
る
よ
う
で
最
初
は
落
ち

着
か
な
か
っ
た
。

　
成
績
優
秀
で
親
に
と
っ
て
自
慢
の
娘

は
、
４
浪
の
末
、
医
学
部
に
入
学
す
る

も
、
在
学
中
に
統
合
失
調
症
が
疑
わ
れ

る
よ
う
な
症
状
が
現
わ
れ
た
。
最
初
の

異
変
は
あ
る
日
突
然
起
き
た
。
夜
中
に

大
声
で
怒
鳴
り
散
ら
す
。
そ
れ
以
降
は

幻
聴
や
幻
覚
が
見
え
る
の
か
異
常
な
状

態
が
続
き
、
弟
は
自
分
が
殺
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
恐
怖
さ
え
感
じ
る
よ
う

に
な
る
。
発
症
当
初
に
病
院
で
診み

て
も

ら
っ
た
が
、
父
親
は
「
問
題
な
い
」
と

言
っ
て
娘
を
退
院
さ
せ
た
。
そ
の
父
の

言
葉
に
母
も
同
調
し
、
娘
の
奇
行
が
10

年
20
年
と
続
く
な
か
、
病
院
に
連
れ
て

い
く
こ
と
を
拒
み
続
け
た
。
医
学
部
出

身
で
、
と
も
に
優
秀
な
研
究
者
だ
っ
た

両
親
は
、
第
三
者
や
専
門
家
を
入
れ
る

こ
と
な
く
、
家
庭
内
の
判
断
だ
け
で
娘

に
対
応
し
た
の
だ
。

　
そ
ん
な
両
親
へ
の
反
発
と
、
自
分
自

身
を
守
る
た
め
、
弟
は
就
職
を
機
に
家

を
出
た
。
残
っ
た
親
子
３
人
の
暮
ら
し

を
通
し
て
姉
の
病
気
が
良
く
な
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
監
督
が
せ
め
て
記
録
に

残
そ
う
と
姉
の
奇
声
を
録
音
し
た
の
は

発
作
に
気
づ
い
て
か
ら
９
年
た
っ
た

頃
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
10
年
後
、
初
め

て
家
の
中
で
カ
メ
ラ
を
回
し
始
め
た
。

　
「
家
族
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
方
便
と

し
て
、
ま
ず
は
行
事
の
機
会
を
作
り
撮

影
を
始
め
た
」
と
監
督
は
言
う
。
家
族

と
は
い
え
、
精
神
疾
患
の
病
気
の
記
録

を
撮
る
と
い
え
ば
拒
絶
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
人
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
際
に
は
、

撮
影
の
意
図
を
伝
え
、
人
間
関
係
を
築

い
て
か
ら
撮
り
始
め
る
こ
と
が
礼
儀

だ
。
た
と
え
家
族
で
あ
っ
て
も
簡
単
で

は
な
い
。
そ
う
し
た
経
緯
で
家
の
中
に

持
ち
込
ま
れ
た
カ
メ
ラ
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
や
親
子
関
係
を
あ
ぶ
り
だ
す
。

　
監
督
は
映
画
の
冒
頭
で
、「
殺
さ
れ

る
く
ら
い
な
ら
殺
す
し
か
な
い
」
と
い

う
思
考
に
な
っ
た
と
語
る
。
短
絡
的
に

聞
こ
え
る
が
、
家
庭
が
抱
え
る
問
題
を

外
に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
に
で
き
な
い

時
、
解
決
で
き
な
い
日
々
の
中
で
家
族

は
前
途
の
光
を
失
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
家
庭
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
南な
ん
き
ん
じ
ょ
う

京
錠
や
、
怒
鳴
る
姉
の
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
予
告
編
映
像
か
ら
つ
ら
い
作
品

と
覚
悟
し
て
観み

た
が
、
確
か
に
愚
か
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
両
親
の
、
娘
へ

の
愛
情
も
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
ど

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
、
観
る
者
に
ス
ト
レ
ー
ト

に
突
き
刺
さ
る
。

今
月
の
作
品『
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
？
』

この 本 は、 裁 判 員 制 度
15 年の節目の年に、

裁判員を経験した市民の声を
集めた本である。扱った事件
はいろいろだが、登場する
17人の意見からは、それぞ
れ貴重な体験だったと感じて
いることが伝わってくる。
　しかし中には、選ばれた際、
母親から「裁判などやっかい
なことに関わるな」と反対さ
れて「辞退しろ」と親子ゲン
カになったという人もいる。
実際、裁判員制度がはじまっ
て 15 年たった今でも、裁判
員候補者の辞退率は上昇して
おり、統計によれば 2023
年には 66.9％と、3 人のう
ち 2 人が辞退している。一
方で、裁判所のアンケート調

査によれば、裁判員経験者の
うち、9 割以上が「よい経験」
と感じているという。本書の
17 人も、被告人について真
剣に考えたり、他の人と話し
合って重要な決定をしたりす
るなど、得難い経験をしたこ
とが読み取れる。
　2024 年 10 月 に は、 衆
議院議員選挙と同時に最高裁
裁判官の国民審査があり、審
査対象となった 6 人全員が
信任されたものの、罷免を
求める投票（×印）の割合
は平均 10.46％と、約 30
年ぶりの高水準となった。
10％を超える裁判官が 4 人
出たのも 24 年ぶりだった。
NHK の朝ドラ「虎に翼」は、
日本初の女性弁護士で、のち

に裁判官となった三淵嘉子さ
んがモデル。同性婚や戦争被
害など、さまざまな社会問題
を扱って話題となった。国
民審査の結果は、こうした
メディアや SNS の影響によ
り、裁判官という仕事への関
心が高まったためではないか
と注目されている。
　司法参加は、単なる面倒な

「義務」ではなく、我々の「人
権」を守るための、市民にとっ
ての「権利」でもある。裁判
員制度 15 年の節目の年。市
民にとって「裁判員」とは何
なのか。体験者それぞれの生
の声を読んで、考えてみたい。

編集委員　鳥越 美世子

裁判員17人の声 
ある日突然「人を裁け」と
言われたら？
牧野茂／大城聡／裁判員経験者ネッ
トワーク編著
旬報社、2024年7月
1980円（税込）
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